
 - 1 - 

平成２８年１１月４日 
於 
府中市役所北庁舎３階第１・２会議室 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 
 

 

 

府中市廃棄物減量等推進審議会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中市生活環境部ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 



 - 1 - 

第１回府中市廃棄物減量等推進審議会会議録 

 

■ 開催日時 平成２８年１１月４日（金）午後７時００分～午後８時４２分 

■ 開催場所 府中市役所北庁舎３階第１・２会議室 

■ 出席委員 １１名 

   宮脇健太郎会長、志水清隆副会長、吉川澄夫委員、谷澤ミツ子委員、 

馬場利之委員、土方文男委員、松下達郎委員、松林健一委員、 

山谷修作委員、吉田陸子委員、渡辺信子委員 

■ 欠席委員 ２名 

   大堀隆康委員、武野純子委員 

■ 出席説明員等 

   間宮生活環境部長、佐々木ごみ減量推進課長、田代ごみ減量推進課長補佐、 

桑田ごみ減量推進課副主幹、山下ごみ減量推進課３Ｒ推進係長、 

中川ごみ減量推進課指導係長、佐藤ごみ減量推進課指導係主査、 

山本ごみ減量推進課管理係主任 

   中外テクノス㈱松岡氏、石津氏 

■ 議事日程 

 １ 委嘱状の伝達 

 ２ 市長あいさつ 

 ３ 委員紹介・事務局紹介 

 ４ 会長の選出 

 ５ 副会長の選出 

 ６ 諮問書の伝達 

 ７ 会議の公開等について 

 ８ 府中市のごみ行政の現状について 

 ９ 計回改定にかかる基礎資料の作成について 

 10  今後の進め方について 

 11  その他 
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午後７時００分開会 

○事務局 ただいまから、第１回府中市廃棄物減量等推進審議会を開催させていただきます。

皆様、本日は大変お忙しいところ当審議会にご出席いただき、まことにありがとうございま

す。審議会の会長が決定されるまでの間、進行役を努めさせていただきますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 まず、配付資料の確認をさせていただきます。 

（事務局 資料確認） 

それでは、お手元の次第に従いまして、議事を進めてまいります。なお、当審議会は議事

録を作成するために録音させていただいておりますので、ご承知おきいただきますようお願

いいたします。 

 次に、本日の会議につきましては、委員１３名のうち、現在１１名の委員にご出席いただ

いております。資料２の「府中市廃棄物減量等推進審議会運営要綱」第５第２項の規定によ

り本日の会議は有効に成立しておりますことをご報告いたします。 

 

【委嘱状の伝達】 

○事務局 次第の１、委嘱状の伝達でございますが、本来ならば市長から委員の皆様お一人

おひとりにお渡しするところでございますが、時間の関係もございますので、皆様の机の上

に委嘱状を置かせていただいております。これをもちまして、委嘱状の伝達にかえさせてい

ただきますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

【市長あいさつ】 

○事務局 次に、次第の２の市長あいさつに移らせていただきます。審議会の開催に当たり

まして、府中市長よりご挨拶を申し上げます。 

○市長 皆様、こんばんは。ご紹介いただきました、府中市長の高野律雄でございます。 

 本日はお忙しい中、また、夜分お疲れのところ、府中市廃棄物減量等推進審議会にご出席

いただきまして、まことにありがとうございます。皆様方には、日ごろから本市の廃棄物行

政に多大なご尽力を賜り、また、このたびは、府中市廃棄物減量等推進審議会委員をお願い

いたしましたところ快くお引き受けいただきまして、この場をおかりして厚く御礼を申し上

げたいと思います。 

 さて、本市におきましては、現在第６次府中市総合計画の中で、ごみの減量や資源化を推

進し、環境負荷の低い循環型社会を形成し、ごみの発生を抑制することを目的として、市民

一人１日当たり５０グラムのごみ資源物の削減などを目標に掲げて各種施策に取り組むこと

にしております。 

 具体的な施策の取り組みなどにつきましては、廃棄物処理法の規定に基づき、府中市一般

廃棄物処理基本計画を策定し、本市の中長期的なごみ処理のあり方やごみ減量施策など、そ

の基本的な方針を明確にし、ごみ減量や３Ｒ推進のための施策を展開しているところでござ

います。 

 本市では現行の一般廃棄物処理基本計画が前回の改定から５年以上が経過をしまして、現

在の社会情勢などに適合した計画に見直す必要があることから、今回、本審議会を開催させ
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ていただき、平成２９年度末、来年度末までに計画の見直しを行う運びとなったものであり

ます。 

 委員の皆様方には幅広い見地から、活発で忌憚のないご意見・ご提案をいただきまして、

本計画の策定にお力添えを賜りますようにお願い申し上げます。 

 以上、ご挨拶をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 高野市長、ありがとうございました。 

 

【委員紹介・事務局紹介】 

○事務局 次に、次第の３の委員紹介・事務局紹介でございますが、今回は第１回目の会議

でございますので、まず、委員の皆様におかれましては、順番に自己紹介をお願いしたいと

存じますがよろしいでしょうか。 

（各委員 自己紹介） 

○事務局 ありがとうございました。それでは、次に私ども職員の紹介をさせていただきま

す。 

（事務局 自己紹介） 

○事務局 なお、後ほどご説明させていただきますが、今回は府中市一般廃棄物処理基本計

画の改定に係る審議会でございまして、その改定業務を支援していただくコンサルティング

事業者の中外テクノスさんに同席をしていただいておりますので、あらかじめご承知おきく

ださい。 

 

【会長の選出】 

【副会長の選出】 

○事務局 次に、次第の４の会長の選出と次第の５の副会長の選出でございますが、資料２

の府中市廃棄物減量等推進審議会運営要綱第４第２項では、委員の互選となっておりますが、

いかがいたしましょうか。 

○委員 委員の互選ということですけれども、たぶん皆さん今日初めてお会いしているとい

うことで、互選するには難しい面があると思いますので、事務局のほうで案がございました

ら、提案いただいてそれに一任するという形でいいのではないかなと思いますので、どうで

しょうか。 

○事務局 ありがとうございます。ただいま、委員より会長と副会長については事務局での

考えとの発言がございましたが、ほかの委員の皆様、いかがでございましょうか。 

（「異議なし」との声あり） 

○事務局 よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

 それでは、事務局より推薦させていただきたいと思います。 

 まず、会長につきましては、前回の廃棄物減量等推進審議会におきましても見識が豊富で

あられる学識経験者の方にお願いをしている経緯があります。明星大学の宮脇先生におかれ

ましては、最近まで近隣市の同じ審議会でも会長をされておられましたので、宮脇先生に会

長をお願いしたいと考えております。 

 また、副会長につきましては、日ごろから自治会活動でごみ問題にご尽力いただいている、
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自治会連合会から志水委員にご出席いただいておりますことから、志水委員に副会長をお願

いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

（拍手） 

○事務局 よろしいでしょうか。それでは、宮脇委員に会長を、志水委員に副会長をどうぞ

よろしくお願いいたします。会長、副会長は会長席、副会長席へどうぞお移りください。 

 それでは、お２人からご挨拶をお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

○会長 皆様方のご協力を得まして、今回府中市の廃棄物処理基本計画の改定につきまして、

最大限努力していきたいと思いますのでご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

○副会長 より一層ごみを少なくするにはどうしたらいいかということを真剣に皆さんと一

緒に考えていきたいと思いますので、どうぞよろしくご協力のほどお願い申し上げます。 

○事務局 ありがとうございました。 

それでは、以降の進行は会長にお願いいたします。 

 

【諮問書の伝達】 

○会長 議事次第にのっとって進めていきたいと思いますけれども、まず次第の６になりま

す。諮問書の伝達ということになっております。事務局より説明をよろしくお願いいたしま

す。 

○事務局 先ほど、会長・副会長を選出していただきましたので、ここで市長から会長に諮

問書を伝達させていただきたいと思います。 

 それでは、会長、市長、恐れ入りますが会長席の前にお移りいただきまして、諮問書の伝

達をお願いいたします。 

（市長から諮問書の朗読・伝達） 

○会長 ただいま、市長より諮問書を受けとりましたので、皆さんにも事務局から写しを配

付させていただきます。よろしくお願いします。それでは、事務局より諮問書を朗読してい

ただきたいと思います。 

（事務局 「諮問の趣旨」を朗読） 

○会長 市長におかれましては他の公務がおありだということでございますので、これで退

出されますのでご了承いただきたいと思います。 

（市長退室） 

 

【会議の公開等について】 

○会長 それでは、続きまして議事次第に戻りまして続けさせていただきます。議事次第の

７でございます。会議の公開についてでございますが、これについて事務局よりご説明をお

願いいたします。 

（事務局 「会議の公開等について」説明） 

○会長 それでは、この会議の公開についてご質問またはご意見などございましたら、よろ

しくお願いいたします。 

このような会議は公開が原則というのは、どこの自治体でも当たり前のことになっており

ますので。いかがでしょうか。異議はございませんでしょうか。 
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（「異議なし」との声あり） 

○会長 ありがとうございます。それでは、事務局案のとおりに取り扱うということを決定

したいと思います。 

 

【府中市のごみ行政の現状について】 

○会長 では続きまして次第の８に参ります。府中市のごみ行政の現状についてですけれど

も、これについて、今日は初回の廃棄物減量等推進審議会ということになっておりますので、

府中市のごみの行政の現状について、事務局よりご説明していきたいということでございま

すので、これから事務局より報告していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局 皆さんのお手元にはパワーポイントの、ここに映し出されている資料をそのまま

資料としてご提示させていただいておりますので、ちょっと見づらい方もいらっしゃいます

けれども、お手元の資料と合わせてご覧になっていただければと思います。 

 今回は初めてということもありますので、まず府中市のごみの現状につきましては、これ

までの一般廃棄物処理基本計画の成果といいますか、達成状況をまずお話しさせていただく

のと、それから２つ目の大きな議題としては有料化後のごみの推移と。現在の目標である一

人１日当たり５０グラム削減の達成度ということをお知らせしたいと思います。 

 ３番目といたしましては、第６次府中市総合計画の中で、府中市のごみ施策として挙げて

いる、大きくは６項目ぐらいございまして、それも説明を簡単にさせていただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、まず最初に、平成２２年度に策定された府中市一般廃棄物処理基本計画の目標

の達成状況ということでご説明させていただきます。 

 初めに、「１０年間でごみ５０％削減」についてでございますが、平成１３年度のごみ量

を基準として、平成１６年から平成２５年まで１０年間で、ごみ５０％削減を目標として施

策を展開してまいりました。その間どういうことがあったかといいますと、平成１６年度か

ら平成２０年度までの５年間でごみを１万トン減らそうということで、１万トンごみ減量大

作戦というのを実施いたしました。また、平成１８年度には、容器包装リサイクル法にのっ

とった、容器包装プラスチックの再資源化を確立するために、オレンジ色のダストボックス

を、燃やさないごみの日とそれから容器包装プラスチックの日という排出方法を曜日によっ

て使い分けをして出すということを実施いたしました。そして、記憶に新しいところでは、

平成２２年２月２日に、ごみ改革によるごみの有料化、戸別収集、ダストボックスの廃止を

実施いたしました。 

 その結果、５０％の削減目標に対しまして、約３７％の削減ということになりました。こ

の当時はごみ量ということで、「ごみ量」とは一体何でしょうとなるのですけれども、ごみ

量というのは、家庭ごみと事業系ごみの燃やすごみと家庭系の燃やさないごみ、それから粗

大ごみ、資源物を含まないものを「ごみ量」とうたっております。資源物が含まれますと、

それは「総ごみ量」ということになります。この当時は、資源物は除いた「ごみ量」を減ら

しましょうという内容でした。その結果が先ほど申しあげたとおり、ここのところがごみ改

革があったところです。それで、ここから３７％減になりました。 

 続きまして、次の目標でありました、リサイクル率日本一というのはどうだったかという
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ことになるのですけれども、まずは日本一という基準でいきますと、人口１０万人から５０

万人規模でどのくらいかということになるわけですが、平成２２年度が７位、それから４年

連続６位ということの実績になりました。約２４０自治体を対象とした中での７位から６位

という数字になっておりますので、決して低いとは思わない、上位にずっといるということ

でしたが、残念ながら日本一というところまでは届かなかったということになります。ちな

みにですけれども、都内２６市ではどうなるのでしょうということで、４位、６位、５位、

７位、８位、８位という順位。これは人口の多い・少ないも多少加味されまして、少ないほ

ど高くなる等いろいろあります。そちらは参考までに２６市中ということで掲載させていた

だきました。 

 一応、２つが大きな今までの計画の中でうたわれていた目標値に対してということですの

で、ご承知おきください。 

 続きまして、有料化後のごみの推移と現在の目標ということでございますけれども、ごみ

有料化後のごみ量の推移ということです。ごみの有料化、戸別回収、ダストボックスの廃止

によって、ここでごみ改革ということであります。 

現在の目標は一人１日当たり５０グラム削減ということになっています。それは、先ほど

言ったごみ量ではなく、今度は資源物も合わせた全体の量を減らしていきましょうというこ

とを目標にしておりますので、そのことを念頭に置いていただきたいと思いますが、まずこ

こで、総ごみ量でこちらがごみの量なのですけれども、棒グラフを見ていただいて、ごみ改

革のときに約１４％総ごみ量が減らせたと。先ほどのごみ量というのは一気に減らせたとい

うことですので。「総ごみ量」でいうと１４％しかない。その後の総ごみ量を見ていきます

と、表のとおりなのですが、ほぼ横ばい。出っこみ引っこみがありますけれどもほぼ横ばい。

この間人口も増えていってはいますけれども、横ばいという状態ではあります。 

 次に、市民一人１日当たり５０グラムの削減ということで、折れ線グラフのほうをご覧く

ださい。こちらが一人当たりの１日の排出量のグラフになっていますけれども、やはりここ

で１回ぐんと下がりまして、そこで横ばいになると。ちょっと上がってまた下がるというの

が今の１人当たりの現状でございます。 

 目標値ということになるわけですけれども、まずこちらが平成２３年度の数値を基準値と

して平成２６年度から２９年度までの４年間でごみ５０グラムを減らしましょうよという目

標値が、６４５グラムから５９５グラムに減らしたいというのが目標値でございます。それ

で、現在はどうなのかということになるわけですが、６４５グラムに対して２６年度、２７

年度の２年間で１４グラム減を達成したという現状でございます。 

 この一人当たりのごみ量というのは、これまでは市全体で５０％減らしていきましょうと

いう目標だったわけですが、やっぱりこれですと人口の増加の有無にかかわらず、削減する

ということになっていましたので、本市においては、人口が増加傾向にあったわけです。そ

うしますと、一般的には人口の増加に伴ってごみ量が増えていくというのが定説です。そし

てまた景気がよくなればごみ量が増えるということも定説となっております。またその逆も

然りです、人口が少なくなれば、景気が悪くなれば、ということもありますが、最近はごみ

の目標の立て方というのが、漠然と全体に減らしましょうよというものですと、ちょっと他

人事のような感じに捉えられてしまうということから、一人当たりで目標を定めましょうよ
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ということで、今のこの目標になっているわけです。全体になりますと他人事のようになっ

てしまうのですけれども、現実的な数字、一人当たりということになれば、一人当たりのご

み減量に対する意識の高揚を図るという意味で一人当たりというものに設定したわけです。

そこではやはり、今後課題となるであろうリデュース、リユース、それから最終的にはリサ

イクルというようなところに持っていくわけですけれども、総ごみ量ということで、資源物

を含めた総ごみ量で減らしていこうということになりますので、皆さんのさらなるご協力が

必要であると思っております。 

 では、ここで何をしてきたかということでこれは進行中のものもございます。まずは主な

取り組みの中で、集団回収というものをお話ししていきたいと思います。 

 これを積極的に推進するということは、行政回収量をまず減らしましょうということがひ

とつございまして、集団回収にはまだまだメリットもあります。例えば持ち去り対策の効果

があるであるとか、地域コミュニティの活性化なども考えられまして、こちらについては後

でまた奨励金という形でキロ１０円の、２６市ではトップレベルの奨励金を出しているとこ

ろでございますが、自治会活動などに使っていただいて、どんどん進めていってもらいたい

なと思います。こちらごみ量なのですけれども、ちょっと減りつつあるということがわかり

ます。主に減っているのは新聞なのですね。新聞がトントントンと減ってきている。そのほ

かはそんなに変わりがあまりないということで、新聞の量が減っているということが１つの

要因だということが言えると思います。なぜ新聞かというと、やはり最近では電子で見たり、

新聞をとらないという家庭も増えてきているのかなというところです。朝刊だけにしようか

とか、若者の層はまず新聞をとっている人は少ないなという印象は受けます。ただ、自治会

の登録団体数を見ていただくと、自治会の登録団体数自体は増えています。２８８から３１

７に増えているということになっていまして、合計でも増えて、ちょっと減ってという形で

横ばいという形になっているので、決して機運が下がったということは言えないと思ってい

ますので、さらなる拡充をしていきたいと。これはさらに言うと、ごみの総量には含まれな

いという利点もございますので、ごみ減量には効果的なのではないかと思っております。 

 次に、ごみ減量啓発活動事業ということで、どういうことをやっているかということでご

ざいますけれども、まずは皆さんに情報提供をしましょうということで、広報のほかにごみ

新聞ということで「府中のごみ」というものを配らせていただいております。これは年に２

回、全戸配布、皆さんに必ず配布するような形になっていまして、ごみの量であるとか、ご

みの行方であるとか、それから費用であるとか、取組みについて載せてあるものです。 

 それから、各種イベントでの啓発事業ということで、福祉まつり、環境まつり、そういっ

たいろいろなイベントに出向きまして、ブースを立てて、ごみの減量を呼びかけているとこ

ろでございます。また、リサイクルフェスタとかそういうことについては、小型家電の回収

もやったり、少しずつイベントで啓発していこうということで取り組んでおります。 

 それから、今回委員の中にもいらっしゃいますけれども、マイバッグ持参運動ということ

で、市内にあるスーパーの店頭に出向きまして、マイバッグクラブの方々と市の職員と、そ

れから地域の方が連携して、レジ袋削減ということでマイバッグ持参運動を実施していると

ころでございます。 

 それから各種コンクールということで、まず市のほうではポスターコンクール、ごみを減
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らしましょうというポスター、それから標語コンクール、それからマイバッグコンクールと

いうことで、各種コンクールを開催し、若年層、これからの次世代を担う子どもたち、それ

から大人も含めてなのですけれども、そういった面での啓発の一環としてそういうキャンペ

ーン、コンクールに取り組んでいただきたいということで実施しているわけでございます。 

 それから、出張説明会ということで、ごみの説明会を実施しています。これは申し込み制

で、各自治会であったり、それから学校へ出向いての出張説明会ということで、基本的には

ごみ減量の説明、それから団体さんからこういうものを説明してもらいたいということであ

れば、それに応じて説明会を開催しているというものになります。 

 それからフリーマーケットの開催ということで、こちらもＮＰＯ法人のリサイクル推進協

会の方が今日委員としていらっしゃいますけれども、中心となって、これはリユース活動と

いう観点で行っています。フリーマーケット、福祉まつりと、単独でフリーマーケットをす

ずかけ公園で行っているのですが、２回行っているところでございます。 

 それから、ここにいる皆さん、今日の委員の中にもいらっしゃる自治連さん、商連さん、

ごみ対策推進協議会の皆さんの協力によって、年に１度、ごみ減量３Ｒ推進大会ということ

で決起集会みたいな形のことをやらせていただいているところでございます。 

 続きまして最後に、地域のごみ対策推進事業ということで、これはまず地域、府中市内に

８００人ほど推進員というのを設置させていただいて、日々市と町内のパイプ役ということ

で、いろいろなごみの啓発活動の周知をしていただいたり、またその代表として文化センタ

ーが市内に１１カ所ありましてそこを圏域として１１カ所、ごみ対策推進協議会ということ

で、今回会長さんにもおいでいただいていますけれども、まずはエリアごとに自分たちでで

きることをやっていこうと、いろいろなものの推進、減量を推進すると。それからごみ減量

を推進するということで活躍いただいております。 

 それと生ごみがまた重要で、生ごみ処理については、なかなか府中市でも頭を悩ますとこ

ろでありまして、現在行っている取り組みとしては白糸台の地域ということで、一部自治会

さんの生ごみを家庭用の生ごみということで堆肥化をしている実験をしているところでござ

います。おおむね１回やると１６から１８世帯くらいの方が参加していただいて、その町内

には置けないのですけれども、別のところに持って行って堆肥化をするとどうなるかという

のをやりました。その前身で学校給食の残渣を使ったモデル事業ということでやらせていた

だいた後の、第２弾という形で家庭ごみだったらどうなるのかということでやっているとこ

ろで、まだ投入してからあまり経っていませんので成果物はまだできていません。 

 それから、こちらキエーロという新たな生ごみ処理機の形なのですけれども、今回モニタ

ーさんとして参加されていた委員さんも参加していただいたのですけれども、市内では１０

名の方を公募しまして、８０人の中から１０人を選んだのですけれども、家庭での生ごみを

この箱の中に土を入れて、まぜて埋める、そして消すというような検証事業を行いまして、

おおむね検証していただいた１０名の方々の感想を聞きますと、燃やすごみの袋の量が減っ

たとか、やはり家族でやるということで、子どもへの教育にもなったし自分もまた再度そう

いった減量の勉強ができたと。このような検証事業の結果を得られています。これも今家庭

からと生ごみ資源の補助金の対象として指定させていただいておりますので、主に戸建ての

方向けなのかなと思いますけれども、こういった検証事業から拡大していきたいなというこ
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とでやっております。 

 そのほか、食品ロスというのが最近の言葉では聞かれると思いますけれども、要は食べ残

しであったり、食材を使い切ってないものを捨てるとか、そういったものをどうにかできな

いかと研究していまして、こちらエコレシピという形のものを市で作成しています。これは

市民の方々の協力を得まして、食材を最後まで使い切りましょう、食べ切りましょうという

内容で食材の使い切りをどうしたら、何をつくったらいいかということでいろいろな物を掲

載しております。これはスーパー１９カ所とか文化センターにも置かせていただきまして、

意外とスーパーではなくなってしまったから追加してくれないかという形で好評を得ている

というのがありますので、また拡大につとめていきたいなと思います。 

 今度は処理的なところについてお話させていただきたいなと思います。 

 まず廃棄物運搬収集事業ということが主要業務となっておりまして、日ごろ清掃車が走っ

てそれぞれ燃やすごみ、燃やさないごみ等々、紙ごみとかを収集しているということで、基

本的にはルールに基づいて収集はしているわけでございますけれども、最近では中間処理施

設が非常に厳しい状況で搬入物検査などを行って、不適合物があるとすぐ指摘を受けて指導

されると、当たり前なのですけれども、そういった悪質な違反とかそういったものがあれば

搬入停止をされますよという形で、搬入するほうもかなりシビアな状況で搬入していくとい

うことになっておりまして、今回委員さんとして参加していただいている廃棄物組合さんと

は定期的にそういう対応をもって適正な搬入を心がけるというような啓発を行ったり、意見

交換をしているところでございます。 

それから、燃やすごみは多摩川衛生組合に入っていると。これは稲城市、狛江市、国立市

と４市合同で燃やすごみを処理しているところですけれども、こちらについては基本的には

燃やした後の灰が出ます。それについては現在東京たま広域資源循環組合というところで、

これは二ツ塚、日の出町というところになりますけれども、全てエコセメント化していると

いうことになっています。こちらについても、やはり搬入物に燃やせないごみが混入してい

たり、危険物が混入していたりしますと、大変リサイクルが困難になってしまうということ

で、焼却が困難になるということになっていますので、そちらも要注意だなということで、

適正な運営に携わるということでございます。 

 それから最後のリサイクルプラザ、府中市内の四谷にある工場ですけれども、こちらにつ

いては燃やさないごみ、それから粗大ごみ、容器包装プラスチックが入ってきまして、あと

ビン・かんですとか、ライター、それから有害ごみなども入ってきているところでございま

す。そういったごみを有価物の売却など適正な処理に努めているところでございますけれど

も、最近では容器包装プラスチック、ピンクの袋のごみの対応が悪くて、日本容器包装リサ

イクル協会のほうからＡ、Ｂ、Ｄランク、もっと下があるのですけれども、Ｄランクという

評価になってしまいました。いろいろな物が混入していたり、容器包装率が悪かったりとい

うようなことなのですけれども、リサイクルプラザでも適正な運営を心がけていまして、市

民の方にも適正な分別の周知を再度徹底する。それから、プラザ内でもきめ細かな分別を行

っていろいろなところに資源化して流す。最終的にはプラザから出る残渣もリサイクルされ

ていて、たま広域のほうに埋め立てているということは一切していません、 

 ここまで主要な事務事業ということでご紹介させていただきました。 
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○会長 ありがとうございました。ただいま府中市のごみ行政の現状について事務局よりご

説明いただきました。それではご質問とかご意見はございますでしょうか。 

○委員 各資料で有料化によってそこだけがガクッと減っているのは明らかなのですけれど

も、自分の搬出行動を思い返してみても、ダストボックスのあるとき有料化になって、それ

から現在と全く変わらないような、減量には努めていましたけれども、あそこで激しく傾斜

が出ているということを市としてはどういうふうに、何に原因があったと、いいほうの原因

です、評価していらっしゃるのでしょうか。 

○事務局 まず府中市は、焼却場の問題が非常に大きくかかわっていた時代だったと思いま

す。焼却場、いわゆる二枚橋衛生組合と多摩川衛生組合の２カ所でやっていたのですね。そ

れで、途中から１カ所になった。 

そうすると、府中市全体のごみを１カ所に集めるということになりますと、相当な量の焼

却量になってしまいまして、オーバーフローを起こしてしまうのですね。要は焼却しきれな

いと。そうすると、もう減量するしかないということで、１０年で５０％削減ということを

目指してきまして、いろいろやってきたのですけれども、なかなかうまくいかなかった。と

いうことで、まず要因があったのはダストボックスだろうということで、ダストボックスを

外すこと、あれはブラックボックスだったということが言えるのかなというのがありまして、

自分たちのごみだけではなくて、よその市町村のごみも捨てられていたようなこともありま

す。それをなくすことによって、まず循環型社会ということはやはりごみを減らさなければ

ならないという命題がありますので、ダストボックスのあったままでは絶対できないという

ようなことを、前回か前々回の廃棄物減量等推進審議会の答申をいただきました。 

 その結果、合わせて有料化と戸別収集をやることで大きな成果が上げられるということが

計算上わかりましたので、もう有料化というのを各市町村行っているわけですし、今もうや

っていないところは４市くらい、もうやることは決まっているというところもありますが、

府中市も遅かったのですけれども、何とか１カ所の焼却場でごみ処理が済むようになりまし

たし、そういった面では皆さんの分別意識が向上したということもございますので、我々と

しては大きな成果だったと捉えております。 

○委員 もっと身近な例で、例えば有料化、お金を出して袋を買うわけですよね、なるべく

お金を出して使うものを少なくしたいというような心理も働いたということでよろしいでし

ょうか。 

○事務局 もちろん市民の皆様方の努力もあると思います。やはり、ごみにお金をかけるの

かという意識でやられる方もかなりいらっしゃいますので、まずごみを出さないような入り

口から、買い物をするときから考える人も多くなった、意識が向上したのかなと。 

○委員 あそこだけ、激しく傾斜しているところに、これからの減量化のヒントが隠れてい

るのではないかと思って今お伺いしたのですけれども。 

○委員 ごみをなるべく出さないようにすることに１番気を使ってますので、買うときに、

大根の葉っぱがついていると葉っぱも食べたいけれどもとるだけで処理はできないなという

ことになると、葉っぱのついていないほうを買って、皮は煮て食べたりとかしているのです

けれども。 

あと、プラスチックになるのかならないのかという、ラップみたいなものがかなり今多い
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ですよね。プラマークがついていなければピンクの袋に入れてはいけないのだと思うのです

けれども、結局それは燃えるごみに入れますよね。結構皆さん小さく丸めて、セロテープと

かガムテープでみんなとめてしまって、ピンクの袋に入れているのもある。だからそれは違

うのだと教えてあげてもやはり小さく丸めたからとか、袋の中に袋を入れてしまって、閉ま

っているからいいのだとか。そういうのが見てないうちにいろいろなことはそうなのだと思

いますけれども、なかなかそういうところが広まっていかないし。 

どのくらいごみ袋を買っているかちょっと計算していないのですけれども、ＳＳのポリ袋

しか買わないのでそこに入れているのです。これが１週間にいっぺんか１週間半に１回くら

いで生ごみを出しているのですけれども、４０リットルで８０円もするようなオレンジの袋

を平気でそれを買って出している人もいるし、お金いくらかけてもいいんだという人もかな

り市民にはいらっしゃるので、なかなか減量というものは難しいかなと思います。 

○会長 市民の立場からご意見をいただいて非常にありがたいと思います。 

○委員 マイバッグでレジ袋をもらわないようにしましょうということで、かなりやってい

るのですけれどもやはり減らないですね。マイバッグは傘の捨てられていたものから始まっ

ているので、ボックスのときに傘とか捨ててあっても、ごみ減量課の方が置いておいてくだ

さったのを市民で何とかしようというところで、洗ってミシンをかけて、リサイクルフェス

タとかがあったときに皆さんに最初はあげていたのですけれども、ただあげていたのではあ

れだから、つくる工程である程度、手まではつけておくのですけれどもそこだけ縫ってもら

って、ミシンをかけてもらうと、自分でつくったのだという認識が出て持ちやすいというか、

結構小さいお子さんなども小学校３年生くらいでまだミシンやったことないというお子さん

などもいて、楽しんで縫ってくださるのですけれども、なかなか広がらないと。かなりやっ

ているからかなりバッグはみんな持っているはずなのだけれども、なかなか使っているのを

見かけないねというところで悩んでおります。 

○会長 どの自治体もマイバッグもやっていらっしゃるということで、非常におもしろく聞

かせていただきました。傘の話とか初めて聞きました。 

○委員 そうですか。でも府中市は始まったのは遅いのですよね、武蔵野とかのほうが早く

て、こういうのをやっているよというところから始まりました。 

○委員 目標の値のごみ量のほうは総トン数だったり、リサイクルの減らしましょうという

のは一人当たりだったり、一体単位は何ですか。例えば市民の方が広報でそういうのを聞い

たときに、例えば７万トンです、５万トンですというのは全く自分の身近な数字、単位では

ないので、身近なものに感じられない。一人当たりという尺度が一番今後進めていく上でい

いのではないかなというのが１つです。 

 それと、府中市は何のごみが多いのですか。もっと上手に減量されているどこかベンチマ

ーキング的に、全国で非常にうまくやっていらっしゃるようなところが、例えば燃えるごみ

を、今燃えるごみが一番圧倒的に多くなっていますけれども、そこが非常に少ない、減らせ

てきている、ではその政策はどんなことで減らしてきたのかとか、その辺を何か調べて教え

ていただいて、こういう審議会の場で皆さんに開示していただけたら、非常に参考になるの

ではないかなと思います。 

○会長 ご意見ということでよろしいですか。 
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○委員 ちょっと今のお話しを伺っていて同じような質問をしようと思っていたのですけれ

ども、やはり社会情勢を踏まえてということで計画の策定を今回行われているので、特に生

活のスタイルという近隣の自治体での排出の状況等の昨年の状況と比較みたいなことから、

いいとこ取りみたいなものがもしあればそれを使って、計画の策定の見直しの際に利用させ

ていただくとか、そういうことに取り組んでいる方をお招きしての情報交換させていただく

とかするのがいいのかなと思って、半分感想ですがちょっとお話しをしました。 

○会長 ありがとうございます。いかがでしょうか。 

 市のほうからコメントがあれば。 

○事務局 今委員さんがおっしゃられたとおり、今現時点では一人当たり５０グラム、要は

たまご２個分といった目標に切りかえて行っているところですけれども、今回そういったこ

とについても、廃棄物減量等推進審議会の中で、こういうものがいいのだというようなとこ

ろでご議論いただけるとすごく助かるなと思います。 

府中市では生ごみが圧倒的に多いわけで、燃やすごみの量、大体３万７，０００トンです。

全体のごみ量が５万８，０００トンくらいです。そのうちの生ごみを半分とすれば、かなり

の生ごみの量なのだなということがわかると思うので、やはりその辺が１つ課題だというと

ころは、たぶん皆さんはもうおわかりなのかなというところです。 

先ほども生ごみの紹介がありましたけれども、そんなところで身近にできるごみ減量とい

うのがまず何かというところを、横ばいというところで説明させていただいたというのが、

市の施策にも意外と限界があるのだなと。例えば有料袋代を倍にしようかとか、そういう施

策になればこれはまた突拍子のない話になると思って、それで減量ができるかというと、先

ほど委員さんがおっしゃったように、お金を出せばいいのでしょうという話になるので、市

としてはそういう話はやはり皆様がどういったことで取り組んでいただけるかというところ

をここで審議していただければなと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局 もう１点、ごみの内容の関係でございますけれども、これにつきましては今回組

成分析ということで、後ほどまたご説明をさせていただきますけれども、細かい数字が出て

まいります。そこの説明の中で府中市のごみの傾向というのは、はっきり言えば生ごみが多

いというのが事実なのですけれども、そういったものが出ています。 

あと、他市の状況ですとか、いいとこ取りという話もございましたけれども、その点につ

きましてはいろいろなところをたくさんやっているコンサルティング会社の方もいらっしゃ

いますので、そのあたりからも情報をさまざまいただきながら、皆様にご紹介をさせていた

だいて、あと他市でさらにいいものがあるということであればそのあたりも我々の中で研究

をさせていただいて、ご提示をさせていただく中でご議論いただければなと思っております

のでよろしくお願いいたします。 

○委員 府中のごみという資料をホームページにお載せになっておられますけれども、これ

を拝見しますと、コストの話なのですけれども、キログラム当たりの可燃ごみの処理費が結

構高いですね、６５円という。ほかの多摩の自治体よりちょっと高めだなという、このこと

の理解の仕方なのですけれども、今、多摩川衛生組合が出てきましたけれども、ここの負担

の中で、固定的な部分というのはかなり大きいのかなと私、思ったのですね。 

固定的な負担の比率というのがまだ把握していないのですけれども、例えば人口割比率が
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非常に高く、ある程度大きいとなりますと、府中市の場合には人口が割と多いのですよね。 

そういうことで、固定的な分担金がかなり膨らむところ、ごみが減量しているということ

でキログラム当たり６５円という、他の自治体ですと４０円台というところもあるかと思う

のですけれども、かなり高めに出ているのかなと推測したのですけれども、この点はいかが

でしょうか。 

○事務局 この辺につきましては、多摩川衛生組合に私ども後から入ったという経緯がござ

いますので、やはりもともとあった施設への負担ですとかが他市より実際多いという状況が

ございますので、恐らくその金額がある程度はね返って来ているのかなと思っております。 

ただ、今後、加入してからもう１０年程度たっておりますので、ここである程度負担分、

要するに他市よりも多い負担分については清算できてきておりますので、今後その分が減っ

てくると我々も考えておりますから、そういった意味では恐らく１人当たりの単価にもはね

返ってくるのかなという理解ではおります。 

○委員 なるほど。もう１つは、そういう後発の参加なのでちょっと高くなっているのかな

と思ったのですけれども、やはりそういうことがあるわけですね。 

○事務局 そうですね。 

○委員 わかりました。 

○会長 ほかはいかがでしょうか。ご質問またはご意見などございましたら。 

○委員 もう１つ質問させていただいてよろしいですか。 

組成分析の話が先ほど出ましたけれども、家庭からの可燃ごみの中でのリサイクル可能な

古紙の比率は大体どれくらいですか。 

○事務局 湿ベースですけれども、およそ紙類で１１％くらいなのですが、その他家電とか

少し入っているので、私は、おおむねなのですけれども、２０％弱くらいだと思っておりま

す。ただ、組成分析は、やる時期によって多少ずれが出てきてしまうので、平均的に言いま

すと、全国というか市町村レベルでいうと大体２０％くらいがいいところなのかなと。その

うち紙類といっても、本当に再生できる紙はどのくらいあるのかということになると、やは

り１０何％くらいとなっていって、例えば感熱紙だとか、そういったものも紙類になってし

まうとあれなのですけれども、資源系としてはやはり１０数％くらいが妥当なのかなと。 

○委員 わかりました。随分低いですよね。大したものだなと思いますけれども。 

○会長 ほか、いかがでしょうか。 

○委員 市長さんの挨拶の中にもありましたけれども、上位計画で府中市総合計画がありま

す。あと、環境基本計画も上位計画の中に入っていますけれども。環境基本計画のほうでの

環境目標統合化ということで、生物多様性であったりとか、あと地球温暖化の問題とかとい

ったことも廃棄物の問題と一緒に循環型社会の実現とセットで考えるということになってお

りました。 

キエーロはまさしくそういうことを、実際に市民一人ひとりが実現していくためのすごく

有効なツールだなと去年利用させていただいて思ったのですけれども、そうなりますと、今

回の基本計画の策定に当たっても、そのベンチマークとして、例えば地球温暖化に対しての

一人ひとりどれくらいの貢献ができるかとか、あとは自然とのふれあいの場等々ですとか、

生物多様性に対してどういう貢献ができるのかとか、そういったこともこれまで廃棄物計画
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の中では目標として使われてこなかったような部分もぜひこの機会にベンチマークとして取

り入れていただければなということを思いました。 

これからの検討の中でそういった話ができればいいかなと思った次第です。 

○会長 ほかはいかがでしょうか。 

 今日は１回目ですので、資料も分厚い冊子とか入れていただいていますが、かなり読み込

まないと新しい方針とか皆さんの中に意見も出てこないと思いますので、少し先に進ませて

いただいて、最後のほうでまた何かありましたら質問していただきたいと思います。 

 

【計画改定にかかる基礎資料の作成について】 

○会長 では、続きまして次第の９に移りたいと思います。９は計画改定にかかる基礎資料

の作成についてとなっております。事務局より説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局 それでは、次第の９、計画改定に係る基礎資料の作成について、事務局より説明

をさせていただきます。ここでは、お手元の資料６と資料７を使いたいと思います。 

 まず、資料６をご覧いただきたいのですが、これは平成２２年度に策定した現行の計画の

冊子でございます。そして、今回はこの冊子をつくり直しますという作業です。まずはこの

点をご確認いただきたいと思います。 

この冊子でございますが、大きく分けると前半、後半に分かれております。前半が計画そ

のもの、後半、これは７１ページと書いてあるページの次に青い紙が挟まれていて資料編と

書いてあります。後半は資料です。前半は計画、後半が資料という形になってございます。 

 この資料編と書かれた紙の次のページに、資料編の目次がありますが、こちらをごらんい

ただきたいのですが、上の方から、資料の１が市民アンケート調査の概要とか、資料の２、

組成分析調査、１つ飛んで資料の４、平成１７年度策定の一般廃棄物処理基本計画の評価シ

ートなどとなっておりまして、ここでは市民の要望をアンケート調査した結果でありますと

か、家庭等から排出されたごみの中身を分析した結果ですとか、前回の計画の達成度を評価

した結果、こういったものが資料の中に含まれております。そして、これらの資料から見え

てくる傾向などを抽出いたしまして、冊子前半の計画にそれを反映しているという構成にな

っているということです。 

 そこで、今回この計画を改定するに当たりましては、この冊子と同じようにまず冊子後半

に当たる資料づくりから始めることが必要と事務局では考えまして、現在、計画改定に係る

基礎資料づくりということで、事務局のほうで着手させていただいているという状況でござ

います。本日の段階では、まだこの基礎資料は完成しておりませんが、その途中経過の一部

をご紹介させていただきたいと思います。 

 お手元の資料７をご覧いただきたいと思います。この資料、全部で１８ページありますが、

この資料１ページから１１ページまでが現行計画の評価となっております。資料６に書いて

ある施策についての評価を、事務局でまず自己評価したものの一覧になってございます。 

 その後、１２ページから１６ページまでは、市のほうでこの９月に、市民アンケート調査

というものを実は実施をいたしました。２，０００件、無作為抽出で市民の方にご協力いた

だいたということなのですが、それの速報、中間の集計ということになってございます。 

 さらに１７ページ、１８ページ、最後の１枚、裏表ですが、市が昨年１２月に行いました、
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市内各家庭等から排出されましたごみ袋の中身を調査したもの、組成分析をしたものの概要

でございます。 

 この３つから成り立っております。これらの資料はそれぞれ途中経過、速報、概要という

ことでございますので、確定したものではございませんので、今後修正等が入る可能性はあ

るのですが、あくまでも作成中の資料の途中経過としてご覧いただきたいと考えております。 

 いくつかの部分を説明させていただきたいと思いますが、まず、２ページをお開きいただ

きたいと思います。現行の計画、目標は３つ掲げられておりますので、①②③ということで

３つ目標が書いてあります。ここの進捗につきましては、先ほどの府中市のごみ行政の現状

の中でも一部触れられておりましたが、目標の「①ごみ５０％削減」でございますが、真ん

中あたり、実績と進捗評価というところを見ますと平成２５年度のところに下線が引いてご

ざいます。２５年度で３７．１％の削減ということで先ほどの説明と同じですが、３７．

１％にとどまりましたので残念ながら５０％には届かなかったということで、未達成という

評価になってございます。その下、２つ目ですが、リサイクル率日本一の実現につきまして

も、先ほどと説明が同じなのですが、人口規模の近い約２４０団体のうちで、当市は近年ず

っと６位を維持しているという状況がございます。これも決して悪い数字でないとは思いま

すが、ちなみに１位は近ごろずっと小金井市がとっておりますが、ポイントとしては１０ポ

イント近い差をつけられて、１位と６位ということでございます。残念ながら日本一は実現

をしてございません。なお、この目標２の一番左のところ内容というところを見ますと、

「リサイクル率を平成２５年度に５５％にすることを目標とし、同規模の都市内におけるリ

サイクル率日本一を目指します」ということが書かれていますが、直近の日本一であります

小金井市のリサイクル率を見てみますと、「１位小金井市４９．２％」ということになって

ございます。４９％くらいで日本一ですので、府中市が設定していた５５％という数字は、

少しハードルが高過ぎたということが言えるのかもしれないと考えてございます。 

今後この方向性を考える上では、仮にこの方向性を維持すると考えたとしても、このあた

りのことは少し考慮に入れる必要はあるかもしれないと考えてございます。 

 続きまして、ちょっと飛びます。１３ページを見ていただきたいと思います。 

今度は市民アンケート調査の途中経過になりますが、１３ページ市民アンケートの中に問

２です。「以下の品目について分別に困っていることはありますか」という設問があります。

そして、そのページの右側を見ますと、燃やすごみからペットボトルに至るまでたくさんの

グラフが掲載されてございますが、これらのグラフ全体的に見ますと、１番から８番まで指

標があるのですが、どのグラフも一番左の項目１というところだけかなり突出して棒が高い

というグラフの形をしていまして、それ以外はあまり棒が高くないという感じです。そして、

その一番左の棒が高いこの項目の１は何かというと、「困ることなく分別できる」というこ

とを意味していますので、大半の品目におきましては、市民の皆さんは特に分別には困って

いないということがまず言えるかと思います。 

ただし、このグラフのうち、２つだけちょっと形が異なるものがありまして、一番上、真

ん中と右です。燃やさないごみと、容器包装プラスチックです。これら２つについては、実

は項目１以外にも棒が高くなっているものが幾つかございます。これら内容を見ますと、

「どの分別区分に該当するかわからない」とか、「手間である」とか、「どこまで汚れをと
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ったらよいかわからない」などということでございますので、この２品目に関しましては、

分別に難しさを感じている市民の方が多いということは、恐らく言えるのだろうと考えてお

ります。 

 このあたりからヒントを得て、次の計画にどのように対応していけばいいのかというのを

考えるということもあるのかなと考えております。 

 次です。１７ページをごらんいただきたいと思うのですが、このページは組成分析調査の

結果の概要を示しているページですが、１７ページ左側①のところに燃やすごみというのが

ありますが、そこの文章を読みますと、「燃やすごみは厨芥の占める割合が増加傾向にあり

ます。」ちょっと飛ばしまして、「また、厨芥については水分が多く含まれていることが考

えられます。」ということから、分別の徹底やごみの水切りを行うことで、さらなる減量の

可能性がありますというヒントもここから読み取れるのかなというところです。 

 また、この「厨芥」という言葉ですけれども、食べ残しを含む生ごみということでござい

ます。先ほども出てまいりましたが、最近は食品ロスというキーワードがよく言われており

ますが、この食品ロスにつきましては、前の１６ページの右側に問１１というのがございま

すが、問１１は食品ロスについて市民の皆様にアンケート調査をしたところでございます。

問１１の結果を見ますと、「食品ロスが問題になっていることを知っている」とか、「食品

ロスについて今後はできることをやっていきたい」とアンケートに回答していただいている

市民の皆さんが多いということもございます。食品ロスへの関心が高いということと、先ほ

どの厨芥の比率が増加傾向ということがこの結果からは読み取れると思いますので、食品ロ

スというものをキーワードに何か考えていくということもあり得るのかなということは読み

取れるのかなと思います。 

 現在事務局ではこのような施策の評価、市民アンケート、組成分析、これらをもとに計画

改定に係る基礎資料づくりというものを進めてございます。本日はその一部のご紹介にとど

まりましたが、次回以降の審議会ではある程度完成した基礎資料を提出させていただいて、

その資料から読み取れることなどもご紹介をさせていただきたいと考えてございます。 

委員の皆様におかれましては、今後開催させていただきます、第２回以降の審議会におき

まして、事務局から提出をさせていただく資料などをもとにご議論をお願いいたしまして、

新たに改定する計画に対するご意見等を頂戴したいと考えてございますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

○会長 ありがとうございました。それでは、全部ではなかったのですけれども、資料につ

いてご紹介いただきましたので、ご紹介いただきました内容につきましてご意見また質問な

どございましたらよろしくお願いいたします。 

○委員 ごみが全部家庭ごみではなくて、事業をやっている方のごみも全部入っているので

すか。 

○事務局 このグラフなのですが、緑のところが燃やすごみの量なのですけれども、事業系

は燃やすごみとあと一部少量排出の事業者も入りますけれども、基本的には多摩川衛生組合

に行く事業系のごみは入っています。ほかの不燃ごみとかそういうプラスチック類は産業廃

棄物になるので、基本的には入らないということです。 
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○会長 いかがでしょうか。 

○委員 今日初めてなので、どこまでどういう意見を言っていいかということは悩むのです

けれども、これから項目ごとの議論のたびに意見が出されたらいいなと思っていますけれど

も。建設関係の立場から考えて、新しいマンションを建てるときにはリサイクルができるよ

うな、先ほど言った生ごみを肥料にできるような、そういう施設を府中市では新しいマンシ

ョンの廃棄物が出て、そこに必ず捨てていて、みんなが活用できるような形になって。建設

をスタートする段階でできることがあったらいいなと。 

あとは下水もだいぶ府中の下水というのはほとんど１００％東京でもトップクラスの下水

道になっていまして、ディスポーザーも今許可されているのがどうかというところもありま

すけれども、最近ディスポーザーを許可している市町村も増えているので、ディスポーザー

を使うともとから生ごみが出なくなる。そこら辺も下水道処理の容量によってはここを考え

るとすごく生ごみ、圧倒的に減りますから、それを府中市である程度推進して、補助金を出

してでもそういうものをつくっていくとか、そういうところでだいぶ減るのではないかなと

いう意見があります。次回以降、項目ごとに検討させていただきたいと思います。 

○会長 ほかはいかがでしょうか。 

 先ほどご紹介したように、まだ１回目でまだ資料を我々委員も読み込んでいないところも

ありますのでもう少し、資料７について先ほどご紹介があったように、今後まだ修正とか完

全確定版ではないということですので、読み込むことが必要かなと考えていますのでよろし

くお願いします。 

 それでは意見が今まだないようでしたら、今後この資料を作成していただくということで、

また随時新しい資料を出していただいて、チェックしていきたいなと思います。 

いかがでしょうか、この件についてはよろしいでしょうか。 

 

【今後の進め方について】 

○会長 それでは、次第の１０、今後の進め方についてご紹介いただきたいと思います、よ

ろしくお願いいたします。 

○事務局 今後の進め方ということで、先ほども複数の委員からもご意見をいただきました

が、そういう細かな課題といいますか、題によっていろいろな意見を出していただけるのか

なというような期待を持っております。そのときにはよろしくお願いしたいと思いますが、

資料の４番をちょっとご覧いただきたいと思います。 

 これは会議の日程等ということですけれども、本日が第１回目ということで、１１月４日

金曜日においてまず１回目を今日とり行わせていただきました。先ほどいろいろ公開のこと

ですとか、いろいろなことを決めていただきました。 

 次回以降なのですけれども、まず次回については２月を固定したいかなと思っております。

それから、事務局から基礎資料をお示しするというような形になろうかと思いますが、次回

以降はそういった細かな点について諮問事項について審議をしていただければなと思います。 

この会議はおおむね３カ月に１回くらいの割合で開催をお願いしたいと思っております。

全６回構成ということで、年度内は２回、２９年度が４回ということでお願いしたいのです

が、まず次の２回目は２月ということでお願いいたします。それ以降、一応なのですが３回
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目が５月、４回目が７月、ここ２カ月になってしまいますけれども、それから１０月と。そ

れで最終的に、平成３０年の１月に、市長のほうに答申という形で府中市廃棄物減量推進審

議会の考え方を答申していただくというのが最終になります。 

そのほかの内容につきましては平成３０年度、初年度から有効な計画にしてもらうところ

で、市民の皆様からも意見を聞くという機会がありまして、それが５回と６回くらいの間に

パブリックコメントということで、計画とか施策の何かがあれば、市民の声を聞くというル

ールがございますので、ここでパブリックコメントなどを行っていきたいということです。 

 その後、答申を得て市議会にもお諮りをするという形になりますので、よろしくお願いし

たいなと思います。なにとぞ忌憚のない意見、それから建設的な意見をよろしくお願いした

いと思います。 

○会長 ありがとうございました。ただいま、進め方についての日程を大体ご紹介いただい

たのですけれども、この件について何か質問はございますでしょうか。 

○委員 日程は１カ月くらい前に教えていただけますか。 

○事務局 遅くとも１カ月前にはお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員 時間帯は今日と同じ午後７時からということでよろしいですか。 

○事務局 会長や副会長と相談したいと思うのですが、基本的には午後７時からという路線

がありますが、場合によってはもうちょっと早まる可能性もあったり、例えば午後６時半と

か。 

○委員 ２月とかは、賀詞交換会とか多いので、早いともう絶対出られない、ほとんど毎日

そういう各種団体がある。それはこちらの都合なので、やっていただくのは問題ありません

が、その場合は欠席になります。 

○事務局 一応午後７時ということで開催させていただく予定で、特段、変わることがあれ

ばその都度通知でご連絡させていただきたいのでよろしくお願いします。 

○会長 ほかはいかがでしょうか。日程についてはまた細かく事務局から日程調整とかにつ

いてはご連絡いただけるようです。 

 

【その他】 

○会長 それでは次第の１１、その他ですけれども、まず皆様から何か最後に今日言ってお

かなければいけない、言い残したということがありましたらご意見をいただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○委員 できれば審議会で取り扱う内容について１カ月前に日程をお知らせいただけると、

大体どんな話をするのかというのが、項目を教えていただければ、事前に勉強したりとかも

できたらよろしいのかなと。そんなことが可能であればお願いしたいなと思っています。さ

っきの話の中で、資料の整理というのが次回、お渡しいただけることを聞きましたので、次

回はその続きのお話を伺えればなと思っております。 

○会長 事前に内容とかもう少し細かく教えてほしいと。 

○委員 そうですね。 

○会長 ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。 

（「なし」との声あり） 
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○会長 それでは、事務局からそのほかの事項をよろしくお願いいたします。 

○事務局 お知らせが５点ございます。 

 まず１点目といたしましては、報酬のお支払いについてでございますが、本日、皆様から

委任状を提出いただいておりますので、出席されました皆様のご本人名義の指定口座に、会

議終了後おおむね１カ月以内にお振り込みさせていただきますので、ご承知おきください。 

 ２点目でございます。本日、審議会が設置されましたので、１１月２１日号の『広報ふち

ゅう』で委員の皆様のお名前と住所ですね、府中市にお住いの方については何々町、府中市

外にお住いの方については何々市まで、お名前とそこまでを掲載させていただきまして、審

議会の委員の委嘱について周知をさせていただきたいと思っておりますので、ご承知おきく

ださい。 

 ３点目でございます。先ほどもご説明させていただいたところですが、本日審議会の会議

録ということで録音させていただいております。会議録につきましては事務局で作成をいた

しまして、委員の皆様にご確認をいただいた上で、市のホームページや市政情報公開室など

で公開をしてまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 ４点目でございます。本日の会議の開催通知は府中市長の名前で文書を発送させていただ

いておりますが、今後の会議に係る通知類につきましては、会長様のお名前で通知をさせて

いただきますので、ご承知おきください。 

 最後、５点目でございます。次回の第２回審議会は、平成２９年２月に開催をする予定で

すが現在のところ日時が確定してございません。今後、日程が確定した後に、おおむね１カ

月前までには開催通知を送付させていただきますのでよろしくお願いします。 

なお、委員の皆様におかれましては、次回よりさまざまなご意見をいただきたいと存じま

すが、限られた回数の審議会でございます、今回の計画改定に当たりまして、ご意見・アイ

デア等ございましたら、この段階でもお持ちの方がおられましたら、早目に、できれば簡単

な資料なども添えて、ぜひ事務局にご提出をいただければ大変ありがたいと考えてございま

す。次回以降の会議でその資料を事務局で複製して資料としての配付をしたりとかさせてい

ただきまして、会議でまたご議論をいただきたいと考えておりますので、何とぞよろしくお

願いします。 

以上、５点でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○会長 どうもありがとうございました。ご質問等よろしいでしょうか。 

 それでは、本日の議題はこれで終了となります。皆様方からたくさんご意見を今日も既に

いただいたのですが、例えば生ごみ関係の話とか、それからベンチマークとか指標の話とか、

単位をわかりやすくということ、それから組成の内容について細かく、それから事前に調査

というかいろいろ調べていただいてごみのポストの話とか、あと最後のほうですけれども建

設関係からはいろいろな、こんなふうにやったらどうだろうかというアイデア出しなどして

いただいております。 

さまざまなご意見いただいておりますので、市のほうで今日出た意見について十分に反映

していただいて今後進めていただければと思っております。 

 それからご紹介のように何かありましたらぜひ出していただければと思っております。 

 次回から一般廃棄物処理基本計画改定にかかわる実質的な議論ということになるかと思い
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ます。資料を事前に、案を早目に送っていただけるかと思いますので、十分にお目通しいた

だいて積極的に意見・コメントなどをしていただければと思っております。 

 それでは、長い時間ではございましたけれども、本日はこれで閉会とさせていただきたい

と思います。どうもありがとうございました。 

 

午後８時４２分閉会 

 


